
 

 

学校運営協議会 会議実施報告書 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１項に基

づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

１ 会 議 名  郡上特別支援学校 学校運営協議会 （第３回） 

 

２ 開催日時  令和６年２月６日（火） １２：００～１５：００ 

 

３ 開催場所  郡上特別支援学校 那比校舎多目的室 

        開催にあたり、委員による給食体験と喫茶体験を実施した 

 

４ 参 加 者  会 長  板倉 寿明  愛知淑徳大学講師 

                副 会 長   水野 正文   郡上大和総合開発株式会社代表取締役社長 

                委 員   小澤 久美子 卒業生保護者代表     

                             石田 紀美江 元郡上市役所職員 

玉山 隆三  ダイアトップ株式会社代表取締役社長 

                池戸 節子  郡上市社会福祉協議会相談支援専門員 

                            野田 美鈴  社会福祉法人ぶなの木福祉会理事長 

                増田 雅幸  郡上市大和町栗巣地域住民   

                山田 泰子  郡上市八幡町那比地域住民  （欠席） 

                長屋 成博  ＰＴＡ会長        

        オブザーバー  森藤 文男  郡上市議会議員            

                                     

              学 校 側   服部 秀明   校長 

                          吉田 孝弘  副校長 

                             牧野 康弘   事務部長          （欠席） 

                瀧下  直子  教頭           

                長井 奈月  小学部兼中学部主事          

                金田 麻巳子 高等部主事 

                深澤 文貴  教務部長（教務主任） 

                鷲見 智世  健康教育部長（保健主事） 

                平野 倫史  生徒指導部長（生徒指導主事） 

                島田 晃宏  進路指導部長（進路指導主事）（欠席） 

                             石原 貴子  地域連携部長（特別支援教育コーディネーター）  

               大橋 央弥  研修主事 

 

５ 会議の概要（協議事項） 

（１） 令和５年度後期の教育実践と自己評価について    

意見１：働き方改革は超過勤務時間数を減らすことだけを目的とする改革ではなく、業務内容の 

精選や効率化を図るためのシステム構築についても取り組まれていて良い。 

  意見２：生成ＡＩを特別支援教育において積極的に活用するとよい。 

  意見３：キャリアパスポートに在学期間中の連続する記録が残り、児童生徒が自分の成長や活動 

を振り返ることができて良い。 

意見４：学校を卒業してからの人生の方が長い。特別支援学校を卒業した後、社会の中で生き抜 

けるよう、在学中にも児童生徒と社会を繋ぐ視点が必要だ。福祉だけでは限界がある。 



 

 

意見５：実践について自己評価を行い、ＰＤＣＡサイクルを継続して行うことは大切だ。 

意見６：場面に応じて評価から始まるＣＡＰＤサイクルも活用するとよい。 

意見７：ふるさと郡上を大切にした教育活動がなされている。児童生徒が地域への愛着をもてる 

ようになると地域の人と良好な関係性が築ける。今後もふるさと教育を続けてほしい。 

  意見８：社会に出て自立した生活を送るために、自分の思いを伝えられる力が大切だ。 

意見９：地域の方々と人間関係を構築していけるよう、学校間交流や居住地校交流を通して同年 

代と交流する活動を大切にしつつ、地域住民との活動も活発に行われていて良い。 

意見 10：卒業してからも行事に参加できる機会があるので学校と繋がりがもてるのがありがたい。 

意見 11：地域住民ボランティアの再登録と新規募集を行い、地域住民を活用してほしい。 

意見 12：地域と連携し、体験的な活動を通して児童生徒に学ばせてほしい。 

意見 13：能登半島地震を受けて、災害時に児童生徒が自分で考えて命を守るための行動がとれる 

よう、学校での訓練が行われることを願う。 

意見 14：教育実践の中で自分がしたことを他者が喜んでくれる体験は大切だ。社会貢献する喜び 

を感じられる人に育ってほしい。 

意見 15：食育実践の中に食品ロスの視点を入れるとより良い。 

意見 16：ふるさと教育を推進するため、郡上かるたは有効な教材だ。 

意見 17：地域の人たちと関わる機会を重ねると、児童生徒は自ら話題を提供して大人と雑談する 

等、社会性が育つ。児童生徒は体験的に学び、自信をつけて成長する。 

  意見 18：２月実施の Good Job喫茶では喫茶提供だけではなく、店内に児童生徒の作品が展示さ 

ている空間も良かった。 

 

（２） 作業学習製品の価格について 

物価上昇に伴う販売価格の変更について、全委員から承認を得た。 

 

（３） 令和６年度学校運営と行事計画について 

  ・学校運営は２校舎体制が続く。 

・児童生徒数は今年度並みだが、クラス数は減る。 

・令和６年度は国民文化祭や総合文化祭に係る行事に児童生徒が参加、出品する。 

・不可避の理由がない限り週休日を避けて行事計画を立てた。 

 

６ 会議のまとめ 

令和５年度後期の学校運営について全委員より承認が得られた。自己評価結果について各委員の 

経験や専門的な視点から幅広く出された意見を来年度の学校運営に繋げていくことを確認した。地 

域住民ボランティア「Gujo Smileサポーターズ」の再登録と新規募集について確認し、会議を終え

た。 


